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研究目的 
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がん死亡率は本邦で死因の第一位であり、遠隔転移が重要な要因の

１つである。がん転移の成立にはがん細胞だけでなく、転移先臓器

の環境が重要であり、これまでに exosome を含む様々ながん由来

因子が転移先臓器の環境を整え、がん細胞が転移しやすい“ニッチ”

を形成することが報告された。当研究室ではこれまでにメラノー

マ、膵癌、および乳がん細胞由来 exosome が、がん微少環境を形

成する間質細胞に取り込まれることで転移の促進が起こることを

報告してきた。がん幹細胞は腫瘍形成能力が非常に高く、がんの進

展および転移、治療への耐性へ関わることが報告されている。そこ

で、本研究では、がん幹細胞が産生する exosome の転移や治療耐

性への関与とその分子メカニズムの解明を目的として遂行する。 
研究内容・成果 
（1000 字程度） 

研究代表者らが保有する様々な悪性腫瘍から樹立した幹細胞株と

受け入れ教員が保有するマウスおよびヒトグリオーマ幹細胞を用

いて、これら細胞が分泌する exosome を回収し、網羅的なタンパ

ク質解析を行った。加えて、研究代表者と受け入れ教員がすでに解

析を進めていた exosome に含まれるマイクロ RNA(miRNA)につ

いても各種癌幹細胞株間での比較検討を行った。これらの結果、複

数の癌細胞間で共通する因子群と癌細胞種特異的な因子群の同定

に成功した。現在これら因子の機能解析を進めるための実験系の構

築を進めている。 
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